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中国の死亡者数の変化

何故このような数字になるのかは分かりません



•全国で4万人減

•第８波は終息に向かう
のか



厚生労働省



ジョンズ・ホプキンス大学の推計値

東京の死者がそれほど増えていない
年齢構成と医療機関がポイントか



高齢者の死者が多い
基礎疾患を持つ人が多いから

死者の数が
減らない

このペースだと２月４日
には７万人に



•感染症法の分類を
大型連休後に変更

•医療費は段階的に
見直し

•病院での受け入れ
制限が無くなる

•本当に大丈夫？

•G7を意識しすぎて
いないか



一週間を振り返って
•1月19日 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｱｰﾀﾞｰﾝ首相が辞任表明
•1月20日 ﾌﾗﾝｽ 年金支給年齢引き上げでｽﾄが拡大
•1月21日 中国 行動制限のない春節スタート
•1月22日 イラン 風紀取り締まり強化へ
•1月23日 通常国会開会 首相方針演説行う
•1月24日 中野強盗団に逮捕状
•1月25日 日本列島に強大寒波来襲
•1月26日



ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｱｰﾀﾞｰﾝ首相辞任表明



•女性の首相とし
て世界から注目

•政治経験なし

•周囲のサポート
もあり世界的に
認められた

•初の産休取得

•コロナ対策でも
評価

•その後の経済停
滞の関にを取る
形



一週間を振り返って
•1月19日 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｱｰﾀﾞｰﾝ首相が辞任表明
•1月20日 ﾌﾗﾝｽ 年金支給年齢引き上げでｽﾄが拡大
•1月21日 中国 行動制限のない春節スタート
•1月22日 イラン 風紀取り締まり強化へ
•1月23日 通常国会開会 首相方針演説行う
•1月24日 中野強盗団に逮捕状
•1月25日 日本列島に強大寒波来襲
•1月26日



フランスで年金改革反対のデモ



仏大規模スト
•マクロン大統領が打ち出し
た年金改革

•支給年齢を引き上げ

•2018年 燃料費引き上げを
きっかけに始まった黄色い
ベスト運動の再来か

•マクロン大統領の人気は
国内で低いことも原因か



政治と国民感情の問題
•今回のフランスのデモは他国でも起きうる問題

•国民の本音は「支出少なく貰えるものは多く」

•政府としては

• 人口減少＞税収が伸びない＞高齢者福祉

•これを円滑に税制に取り込むためにどうするか？

•政府と国民の信頼感の高さの問題か

•信頼し納得していれば受け入れる

•2003年 小泉首相が年金開始年齢引き上げ提案

高齢者は増えるばかり
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３年ぶりの制限なしの春節始まる
•2020年 新型コロナ感染
の影響でゼロコロナ対策

•移動の自由が制限

•違反者は厳罰

•その中で春節の移動が
激減していた

•久しぶり故郷での再会

•感染拡大の心配もある



中国３年振りの制限なしの春節
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•イラン政府はヒ
ジャブ着用問題
で緩和政策撤回

•ヒジャブの不適
切着用を「犯罪」

•禁錮刑や罰金、
社会奉仕活動、
国外渡航の禁止

•背後に強硬派の
反発か



前回説明ができなかったこと
•イランは政教一致 イスラム法を基本に置く

•神権政治（神聖政治・神政政治ともいう）

•歴史的に見れば世界各国の初期はほとんどこの形

•現在は民主主義国家が世界をリードしている

•その価値判断で他を判断しようとすると大きな壁が
立ちはだかることに

•一方的に批判すると対立構造がさらに強固になる

•その対立構造を軟化させる中立的な立場がﾎﾟｲﾝﾄ

日本の役割
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岸田首相の所信表明演説



通常国会始まる 首相施政方針は
•防衛力増強は次世代の
為に必要

•子育て支援で出生率UP

•物価上昇を越える賃上げ

•ﾛｼｱとの和平交渉継続

•自らの決断と実行力強調

•具体的な指標がない



•NHKの世論調査結果



岸田首相支持率低下で赤信号
•ANN・朝日新聞の調査 28.1％

• 防衛政策の説明が不十分 80％

•神戸新聞 25％

• 今年前半で辞任を 45％

•毎日新聞 27％

• 新型コロナ対策を評価しない 52％

•社会調査研究センター 25％

• 物価対策評価しない 75％

•読売新聞 39％ 産経新聞 37％ 時事通信 26.5％



響いてこない政治家たちの言葉
•岸田首相に期待したのは「聴く力」を前面に出した事

•安倍氏・菅氏と聴く耳を持たず一方的な施策が目立つ

•日本経済が上向かない原因を検証しているのか

•いつも話題になる事がいつまでたっても解決されない

•アメリカの顔色を見て行動することが余りに多い

•独自に何かを決めて行くことができない

•野党は対案を出すことが少なくただ批判しているだけ

•そんな政治に期待できないと思うのは無理ないのでは
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細田衆院議長が教団関係説明
•自民党員ではなかったと
いう理由で調査されず
•説明責任を求められて
やっとで説明
•事前提出項目を説明
•安倍氏と教団との関係
は長年に渡っていた
•自分も関係を持ったが便
宜等は一切ない



これで幕引きになるのか
•今まで説明してこなかったのはなぜ
•非公開での説明で十分なのか
•国会議員自体が腰が引けている
•自民党員の関係が次々に明らかにな
る状況で何が問題かの認識なし
•長野県会議員駒ヶ根市区当選5回の
自民議員 旧統一教会との関係を公
言している
•地元の有力者 地方議会での状況も
しっかり把握すべき
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頻発する強盗団事件

•狛江の老女殺害事件から発
展した強盗団事件

•中野では3000万円強奪事件

•逃げ遅れた犯人拘束

•1000万円以上散乱

•関東地方だけでなく全国に
同様な犯行が認められる

•裏バイトで雇われた強盗団



１月だけでもこれだけ
•多くの事件は３人組
•かなり手荒い犯行手口
•事前に下見をしている
•犯行時に携帯で指示を受け
ている
•組織的な犯罪と考えられる
•実行犯はほぼ素人
•綿密な計画で荒っぽくやる
違和感



どのような組織か
•大元締めは海外在住か

•指示役 暴力団関係者か

•ﾘｸﾙｰﾄ役 仲介役は半グレか

•指示役の一人はﾙﾌｨｰという人

• 携帯で実行指示

•ﾘｸﾙｰﾄ役は裏バイトで募集

•実行役はほぼ素人 金に困る

• 事件の前後を考えていない

指示役

ﾘｸﾙｰﾄ役

大元締め

実
行
役

実
行
役

実
行
役

実
行
役

換
金
役

実行役はほぼ初対面
年齢は10～30代の男

仲介役



今までも同様な事件はあった
•高額修理詐欺 振り込め詐欺 アポ電強盗など

•裏バイトで募集 テレグラム等を利用
• 報酬100万円のタタキの仕事がある
• SNSを利用して簡単につながれる
• 応募した人は指示役の顔すら知らない可能性も
•海外のサーバーを経由して逆探知ができない
•形を変え今後も多発する犯罪である



この問題から考えること
•一般的に言われていること

• 見知らぬ業者、見知らぬ電話などは相手にしない

• 宅配業者などは「置き配」にしてもらう

• 家の中に入れるのは信頼できる業者のみ

•情報が洩れているのは

• どこかで情報を出していないか ゴミとか署名など

• 誘導されて情報を入力してしまう

•裏社会で名簿が作成されそれが利用されている

他人ごとではあり
ません
十分注意しましょう
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日本列島に強大寒波来襲
•10年に一度という
寒波
•ｼﾍﾞﾘｱにあった寒
気団が南下
•岡山県津山で46
㎝の積雪
•関西の在来線で
10時間ストップ
•新名阪で車25Km
立往生



東京でも初雪を観測
八丈島でも降雪
岡山県内国道２号で
25Kmの渋滞が発生



24日午後９時 25日午前９時





関東地方も気温上がらず
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ウクライナの暗部
•ｳｸﾗｲﾅは侵攻前までは汚職国家と批判されていた

•2021年の発表で122位

•元々腐敗国家であるとされ

ていた

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ氏が大統領にな

ったのも汚職に対抗した高

校教師出身の大統領ドラマがヒットしたから

•ｳｸﾗｲﾅのオリガルヒ問題が大きかった



今回で問題になった事
•戦争に関して多くの国から支援が届く

• 現金や物資がたくさん集まった

•政府のTopや調整役の人たちが私的に利用したり横
流ししたりする

•戦地の指揮官が武器を横流しする

•昨年９月にはNewsweekが指摘

•元々賄賂や不正な金の流れが多くあった

•EUがウクライナの加盟を認めなかった理由でもある

中国イラン、ﾛｼｱにも

結果的に信用を
無くし支援が無く
なる可能性も
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•H2A46号機打ち
上げ成功

•偵察衛星７号機

•北朝鮮のﾐｻｲﾙ
発射などの情報
も収集

•2028年からは
10機体制

•開発運用に600
億円



H2A46号機打ち上げ成功



ウクライナ情勢



プーチン大統領はロシアは
戦争を止めるために戦うと公表



プーチン大統領の変わらぬ発言

ウクライナ侵攻

予備兵
招集





ロシアの兵力増強へ一歩前進



好調を維持する経済状況
•経済制裁の効果が
出ていない

•経常収支は過去最
大の黒字

•EU向けの原油天然
ｶﾞｽをｲﾝﾄﾞ中国その
他が購入

•中国との貿易額は
過去最高の1900億
ドルに





CSIでﾌﾟｰﾁﾝ大統領が苦戦



戦況が拡大していく可能性が
•ロシアは強硬な姿勢を変えそうもない

•プーチン大統領は軍需産業の増産を指示

•ﾒﾄﾞﾍﾞｰｼﾞｪﾌ前大統領は十分な武器弾薬があると表明

•学校教育の中で訓練するようになり即戦力の兵士と
して使えるようになる



学校教育の中で訓練
•基礎的な軍事訓練を開始

•子どもの時から銃の使用法
を習得 手榴弾の投げ方等

•英雄伝を教科書に掲載

•愛国心の高い理論と実践の
ある兵士を育成

•迅速な兵士動員を可能に

•ソ連時代にもあったこと



戦況が拡大していく可能性が
•ロシアは強硬な姿勢を変えそうもない

•プーチン大統領は軍需産業の増産を指示

•ﾒﾄﾞﾍﾞｰｼﾞｪﾌ前大統領は十分な武器弾薬があると表明

•学校教育の中で訓練するようになり即戦力の兵士と
して使えるようになる

•強硬派の主張が強い

•短期決戦に失敗したので勝利する必要がある

•負ければ国家解体もあり得る



アメリカ
歩兵戦闘車ブラッドレー

フランス
軽戦車AMX-10RC

ドイツ
歩兵戦闘車マルダー



イギリスが供与 ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ２
•イギリス軍の主
力戦車
•120㎣ﾗｲﾌﾙ砲
•電子ｼｽﾃﾑ搭載
で精度の高い
攻撃可能
•12両を供与予
定
•実力は１世代
前



ロシアも最新型戦車投入
•最新の電子化され
たコントロール

•砲塔は無人

•125mm滑空砲

•射程８Km 12発/分

•最高ﾚﾍﾞﾙ防御力

•ロシアは最強と自
認している





ドイツのレオパルト２ •1979年にデ
ビューしたドイツ
の主力戦車

•120㎜滑空砲

•多種燃料対応
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ

•装甲性能も高い

•整備等メインテナ
ンスが楽

•NATO軍の主力
戦車の１つ

NATO軍に2000両以上配備されている



アメリカのエイブラムス
•1980年に登場

•アメリカ軍の主力
戦車

•120㎣滑空砲

•ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｴﾝｼﾞﾝ

•高度な電子機器
で構成された射
撃管制装置

アメリカの主力戦車エイブラムスも供与３１両



なぜ戦車を送り込むのか
•１１か月を越えたウクライナ戦争

•その多くが地上戦

• 大砲やロケット砲、ドローン攻撃 ＝施設の破壊

• 占領するためには歩兵が必要

• 歩兵を守って相手を撃退するには戦車が必要

•初期のキーウ侵攻では戦車部隊が列をなしていた

•この戦車部隊に大きな被害を与えたので撤退した

•この戦争のゲームチェンジャーが戦車



•ロシアが保有す
る戦車は約
3000台
•旧式で保管され
ているモノを含
めると２万台と
言われる

•ウクライナが保
有する戦車は
670台ほど
•鹵獲した戦車利
用も多い



今まで供与されなかったのは
•ウクライナ侵攻という局地的な戦争

•NATOやアメリカが前面に出ると第三次世界大戦に
発展してしまうという危惧

•ドイツは第二次世界大戦の反省から自国の武器が
戦場で使われることにアレルギーがあった

•長期化する戦いを早く収束させないと支援疲れから
ロシアに有利になるという判断

西側諸国の圧力 アメリカも戦車供与をするなら
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